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重要な文化財を火災から守る 

養父市消防団「文化財防御訓練」を実施 
 
 
2026 年 1月 25日（日）午前7時 30分から、大杉重要伝統的建造物群保存地区内（養

父市大屋町大杉）において、文化財防御訓練を実施します。毎年 1月 26日の文化財予防デーに
合わせて、南但消防本部と養父市消防団が合同で訓練を行っています。 
今回の訓練は、大杉重要伝統的建造物群保存地区の裏山から火災が発生したと想定し、住民の

通報と消火栓を使った初期消火訓練を実施します。その後、豪雪の中先人たちが築いた大切な文化
財への延焼を防ぐため、養父市消防団と南但消防本部が合同で一斉放水を行います。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
同地域で行った前回の訓練の様子（2010 年 2 月） 

 
日 時：2026 年１月 25 日（日）午前 7 時 30 分～午前 9 時（小雨決行）  
場 所：大杉重要伝統的建造物群保存地区内 

ふるさと交流の家いろり（養父市大屋町大杉 1081）周辺 
動 員：養父市消防団大屋方面隊（本部、特設第２分団、第３分団、第４分団）約 40 人  

南但消防本部（約８人）、大杉地区住民（約 10 人） 計約 58 人 
想 定：林野火災 
 
※取材をされる際は「ふるさと交流の家いろり」前の駐車場をご利用ください。 
※大雪により訓練中止の場合がありますので中止が疑われる場合は防災安全課の藤原までお問い合わ

せください。（電話：080-9210-2960） 
 
【問合せ】 
危機管理室 防災安全課  課長：津崎 宏行  担当者：藤原 淳二  
電話：079-662-2899 
※1 月 25 日当日の連絡先 担当者 藤原 携帯：080-9210-2960 

 



文化財防御訓練実施要領 

 

○ 日 時：令和８年１月 25 日（日）7：30～9：00（小雨決行） 

○ 場 所：大杉重要伝統的建造物群保存地区内 ふるさと交流の家いろり周辺 

○ 動 員：養父市消防団大屋方面隊（本部、特２、第３、第４） 

○     南但消防本部、地区住民 

○ 想  定：林野火災 

○ 訓練総指揮者：中尾方面隊長 

【内容】 

時間（目安） 内  容 

7:30 

関係機関は分散ギャラリー横駐車場に集合 

隊長、副隊長：火点付近で待機 

地区住民：集合次第通報訓練、消火栓を用いた初期消火 

消防本部：大町橋付近で待機 

特２：車庫で待機 

第３：車庫で待機 

第４：車庫で待機 

8:00 

隊長、副隊長：到着分団に指示 

地区住民：見学 

南但消防本部：出動、火点に放水 

特２：出動、集落内河川から取水し、北側防火水槽へ送水 

第３：出動、北側防火水槽から取水、南側防火水槽へ送水 

第４：出動、南側防火水槽から取水、消防本部へ送水 

8:50 総指揮者の『放水止め』の指示により放水終了 

8:55 分散ギャラリー横駐車場で終了式 

9:00 撤収、解散 
 

〇留意事項 

・自家用車の使用は必要最小限に留めること。 

・サイレンの吹鳴による緊急走行は行わず、赤色灯、警鐘のみで走行すること。 

・ヘルメット、長靴、軍手を着用すること。筒先要員は防火衣を着用すること。 

・放水により周辺を損傷させないよう注意すること。 

・取水する分団は、水源の水量により圧力調整を行うこと。 

・中継を受ける分団は、送水圧力と受水圧力のバランスに十分注意し、機関員

は計器類の見方を事前に確認するとともに、ポンプの特性を十分把握してお

くこと。 

・ポンプ車両及び可搬式ポンプ周辺、また交差点には交通整理員を配置し、車

両通行の際は十分に注意をすること。 

・ホースは道路の端に寄せて配置し、道路を横断する場合はホースブリッジを

配置し、通行の妨げにならないように配慮すること。 
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